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人文学部の教育課程

　人文学部の教育課程（カリキュラム）は、教育目的に基づく教育目標を達成するために、教

養教育課程である「総合人間科学」、専門教育課程である「専門教育科目」により構成されて

います。

　①総合人間科学
　本学における総合人間科学は、キリスト教を基盤とし、専攻する学問分野の違いを超え

て学修するうえでの根本となる総合的視点と豊かな人間性を養うための教養教育課程で

す。

　専攻する学問分野の違いを越えて学修する上での根本となる総合的視点と豊かな人間性

を養うため、建学の精神の基本である「キリスト教教育」、高等学校等から大学の学びへ

円滑に移行を図るための「初年次教育」、地域総キャンパスの基盤となる基本的な学修姿

勢を養う「地域共生」、女子大学として心と身体の健康に焦点をあてた「心身の健康」、幅

広い教養を身につける「基礎教養」、異文化理解とコミュニケーションスキルの基盤を養

う「グローバル」、地域社会が求める自立した女性を目指すための「キャリア形成支援」、様々

なデータを読み解き、活用する能力を養成する「数理データサイエンス」で構成しています。

　②専門教育科目
　○英語学科

　国際社会において他者と協働するためのコミュニケーション能力、異文化理解力、課

題解決力などを育成するために、「専門基盤科目」として「英語コミュニケーション」「言

語文化」「国際理解」「演習」を配置しています。これら基盤科目で培った知識やスキル

を基に、社会に貢献できる力を育成するため、「キャリア形成科目」として「キャリア

共通」「エアライン・ホスピタリティコース」「国際ビジネスコミュニケーションコース」

「英語教育コース」を配置しています。

　○観光文化学科
　「観光」という専門分野を軸に、ゼミ活動を通じて、社会で即戦力として活用できる

知識やスキルを身につけさせるために、「観光・地域活性化に関する科目」、「マーケ

ティング・経営・経済に関する科目」、東アジアを中心とした異文化理解を深め社会に

求められる人材育成のための、「異文化交流に関する科目」を配置しています。さらに、

少人数ゼミのゼミ形式を採用し、学生の汎用的能力を育成するために、「キャリア教育

科目」、「統合科目」を配置。選択科目を多く配置することで、学生自らが4年間の学修

計画を自由にデザインできる環境を提供し、主体的な学びを促進する構成となっていま

す。
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人文学部の構成
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人文学部　英語学科

■教育課程（カリキュラム）の構成
　総合人間科学

　総合人間科学は、専攻する学問分野の違いを超えて学習するうえでの根本となる総合的視
点と豊かな人間性を養うための教養教育課程です。

　専門教育科目
　英語学科の教育目的を踏まえた上で、学科の教育内容の骨格を明確に把握させるため、基
礎・基盤を重視しながら、キャリアを見据えた高度な専門領域へと展開が可能となるように、

「専門基盤科目」と「キャリア形成科目」に大別して編成しています

▪専門基盤科目
　英語学科での学びの基盤となる領域で、英語運用能力を高めることを中心に、異文化
理解や国際社会での問題解決力を養成します。これにより、グローバル社会で活躍する
ために必要な知識や思考力、判断力、行動力を身につけることを目指します。「専門基盤
科目」には、次の４つの科目群を設定しています。

〇「英語コミュニケーション」
　英語によるコミュニケーション能力を育成するための科目を系統的に配置しています。
英語運用能力を向上させながら、グローバル社会で必要とされる深い思考力や表現力を育
成します。

〇「言語文化」
　言語や異文化への興味・関心を育て、それらに関する深い洞察力を養うための科目を配
置しています。他者との共生や協働を目指し、様々な側面から幅広い知識と理解を深めな
がら、多文化社会において柔軟に対応できる力を育成します。

〇「国際理解」
　留学や海外インターンシップなどの海外研修、国内外での様々な活動を通じて実践力を
育成する科目を配置しています。実践的な経験を重ねることで、国際的な活動の意義を学
び、世界情勢について深く考える力を育成します。

〇「演習」
　３年次には「専門演習Ⅰ・Ⅱ」で各自の興味や関心に基づいた専門知識を深めます。そ
の学びを基に、４年次の「卒業研究Ⅰ・Ⅱ」で卒業研究に取り組みます。これらの科目は
すべて必修で、学びの集大成として位置づけています。
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人文学部　英語学科

▪キャリア形成科目
　将来のキャリアを見据えた専門的な学びを支援する領域です。３つの「コース」は学び
の系統を示すもので、特定分野を深く学ぶだけでなく、コースの枠を超え横断的に学ぶこ
とも可能です。学生は自由に科目を選択し、自らの学びのロードマップを主体的に設計す
ることができます。

〇「キャリア共通」
　社会人として必要となる知識や技能を身につけると共に、地域社会の課題解決に貢献す
るための思考力や行動力を養うための科目を配置しています。

〇「エアライン・ホスピタリティコース」
　エアライン業界やホスピタリティ業界で求められる専門的な知識や技能と、状況に応じ
て適切にそれらを活用できる実践力を養うための科目を系統的に配置しています。

〇「国際ビジネスコミュニケーションコース」
　国際的なビジネスの現場で必要とされる知識や技能を学ぶと共に、英語による実践的な
ビジネスコミュニケーション能力やビジネスシーンでの課題解決力を育成するための科目
を配置しています。

〇「英語教育コース」
　英語学習の理論に基づく学習スキルや、英語教育に関わる専門的な知識や指導技術を習
得するための科目を配置しています。「英語科教育法Ⅰ～Ⅳ」は教員免許取得を目指す学
生のみが履修できます。これらの科目に加え、教職に関する科目など所定の単位数を修得
することで、高等学校教諭一種免許状（英語）、中学校教諭一種免許状（英語）の取得が
できます。
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人文学部　英語学科

英語学科履修科目表（履修規程別表第一）

●総合人間科学

【総合人間科学】
注１）教育職員免許状を取得しようとする者は、※印より２単位必修。
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人文学部　英語学科

●英語学科　専門教育科目

【専門教育科目】
注１）備考欄に★印のある科目は、学部共通科目。
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人文学部　英語学科

●英語学科　専門教育科目


